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睡
眠
障
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④
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群

（restless legs syn
d
ro

m
e

：RL
S

） 

 

「
む
ず
む
ず
脚
症
候
群
」
、「
下
肢
静

止
不
能
症
候
群
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

夜
間
入
眠
前
の
安
静
時
に
生
じ
る
下
肢

に「
む
ず
む
ず
す
る
」
、「
虫
が
這
う
感

じ
」
、「
痛
み
」
、「
不
快
」
、「
突
っ
張
る

感
じ
」な
ど
の
異
常
感
覚
を
生
じ
、
動
か

す
こ
と
に
よ
り
症
状
が
軽
減
し
ま
す
。
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科
医
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克 
 

60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
約
３
割
の
人
が
何
ら
か
の
睡
眠
障
害
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が

国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
総
人
口
に
占
め
る
割
合
は
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
て
、
二
〇
〇
五

年
に
は
25
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
認
知
症
の
発
症
対
策
の
一
環
と
し
て
高
齢

者
に
対
す
る
睡
眠
医
療
は
益
々
重
要
度
を
増
す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
回
も
、BP

S
D

の
行
動

症
状
の
内
、
睡
眠
障
害
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す 

 
と
歯
科
治
療 

そ
の
⑦ 

 

さ
ら
に
、
診
断
を
補
助
す
る
３
つ
の

特
徴
と
し
て
以
下
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。 ホ

．
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス
症
候
群
の

家
族
歴
が
あ
る
（遺
伝
的
要
因
が
あ
る

か
） へ

．
ド
パ
ミ
ン
作
動
薬
に
よ
る
効
果
が

あ
る
（む
ず
む
ず
脚
症
候
群
の
治
療
薬

と
し
て
有
効
な
ド
パ
ミ
ン
作
動
薬
の
投

薬
に
よ
っ
て
不
快
感
の
軽
減
が
み
ら
れ

る
か
） 

ト
．
睡
眠
時
ま
た
は
覚
醒
時
に
、
周

期
性
四
肢
連
動
が
あ
る
（
睡
眠
時
や

覚
醒
時
、
勝
手
に
脚
が
ピ
ク
ピ
ク
と
周

期
的
に
動
く
状
態
が
み
ら
れ
る
か
。
レ

ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
症
候
群
の
多
く
が
こ
の

周
期
性
四
肢
連
動
を
併
発
す
る
た

め
）。 

発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
未
だ
解
明
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
①
脳
内
の

神
経
伝
達
物
質
「
ド
パ
ミ
ン
」
の
機
能
障

害
、
②
鉄
欠
乏
、
③
遺
伝
的
素
因
の
３
つ

の
要
因
が
考
え
ら
れ
て
お
り
、
脳
内
に
お

い
て
ド
パ
ミ
ン
が
作
動
す
る
経
路
に
何
ら

か
の
障
害
が
起
こ
る
こ
と
で
発
生
す
る
と

言
わ
れ
ま
す
。
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
症
候
群

は
、
原
因
が
は
っ
き
り
分
か
ら
な
い「
特
発

性
（
一
次
性
）
」
と
、
鉄
欠
乏
性
貧
血
、
慢

性
腎
不
全
（
特
に
透
析
中
）
、
う
っ
血
性

心
不
全
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
脊
髄
（
せ
き

ず
い
）
の
疾
患
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
欠
乏
、
葉
酸

欠
乏
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
多
発
神
経
炎
、

妊
娠
中
な
ど
の
原
因
疾
患
や
、
抗
精
神

病
薬
、
抗
う
つ
薬
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
治
療
薬

で
あ
る
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
薬
、
カ
フ
ェ
イ
ン
、
ニ

コ
チ
ン
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
原
因
薬
物
に 

肢
に
異
常
感
覚
を
感
じ
る
の
で
入
眠
困

難
に
な
り
ま
す
。「
国
際
レ
ス
ト
レ
ス
レ

ッ
グ
ス
症
候
群
研
究
グ
ル
ー
プ
」
が
発

表
し
た
４
つ
の
診
断
基
準
が
全
て
満
た

さ
れ
る
場
合
に
は
、
レ
ス
ト
レ
ス
レ
ッ
グ
ス

症
候
群
の
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

イ
．
脚
を
動
か
し
た
い
と
い
う
強
い
欲

求
が
不
快
な
下
肢
の
異
常
感
覚
に
伴
っ

て
、
あ
る
い
は
異
常
感
覚
が
原
因
と
な
っ

て
起
こ
る 

 

ロ
．
そ
の
異
常
感
覚
が
、
安
静
に
し

て
、
静
か
に
横
に
な
っ
た
り
座
っ
た
り
し

て
い
る
状
態
で
始
ま
る
、
あ
る
い
は
増
悪

す
る 

 

ハ
．
そ
の
異
常
感
覚
は
運
動
に
よ
っ
て

改
善
す
る 

 

ニ
．
そ
の
異
常
感
覚
が
、
日
中
よ
り
夕

方
・
夜
間
に
増
強
す
る 

 

 

 

 

 

レストレスレッグス症候群は、 

ヨーロッパでは 17 世紀から 

それに相当すると思われる 

病気の表記がありました。 

英語の文献として初めて登 

場するのは、1672 年に医師 

である Sir Thomas Willis （ト 

ーマス・ウィリス卿）の記載に 

よるものです。 

1944 年スウェーデンの精神内科医 Karl Alex. Ekboｍ

（K.A.エクボン）はストレスレッグス症候群の病状を更に詳

しく解説し、翌年の１９４５年にこの病気を RLS(Restless 

Legs Syndrome）と名づけました。 

2013 年 9 月に欧米においては、RLS の名前を変更し、上

記この病気の発見者であ

るトーマス・ウィリス卿 と 

エクボンの名前をとって、

WED （ Willis Ekbo ｍ 

Disease:ウィリス・エクボン

病）と名づけられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RLSの歴史と名称について 

 

 



 

中通歯科通信 NEO 
 

障
害
は
、
眠
り
に
つ
い
た
あ
と
90
分
以

上
た
っ
て
か
ら
現
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
眠

り
始
め
て
か
ら
最
初
の
レ
ム
睡
眠
が
現

れ
る
ま
で
に
90
分
か
か
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
睡
眠
前
半
よ
り
も
後
半
に
現
れ

る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

⑦
高
齢
者
で
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る

睡
眠
障
害―

せ
ん
妄
と
日
没
症
候
群 

  

イ
．
せ
ん
妄 

 

せ
ん
妄
は
、
意
識
混
濁
に
加
え
て
奇

妙
で
脅
迫
的
な
思
考
や
幻
覚
や
錯
覚

が
見
ら
れ
る
よ
う
な
状
態
で
す
が
、
認

知
症
の
方
で
は
、
不
眠
に
よ
る
夜
間
の

覚
醒
が
頻
回
に
起
こ
る
こ
と
で
、
そ
の

間
の
不
完
全
な
覚
醒
状
態
が
起
こ
る 

 

※
今
回
は
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
の
関
係
で
睡
眠
に
関
す
る
話
だ

け
で
す
。
残
り
の
障
害
と
歯
科
と
の
関
連
に
関
し
て
は
、
後

程
掲
載
予
定
で
す
。 

⑤
睡
眠
時
周
期
性
四
肢
運
動
障
害

（PL
M

D
 

P
erio

d
ic 

L
im

b
 
M

o
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en
t 

D
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） 
  

周
期
的
に
現
れ
る
四
肢
の
不
随
意
運

動
が
入
眠
時
や
入
眠
中
に
発
現
す
る
物

で
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
下
肢
に
発
生
し

ま
す
。
足
関
節
が
反
り
返
る「
背
屈
（
は

い
く
つ
）
」が
主
だ
っ
た
も
の
で
、
拇
指
の
背

屈
、
膝
関
節
の
屈
曲
な
ど
が
出
ま
す
。
１

回
の
不
随
意
運
動
の
持
続
時
間
は
0.5
～

５
秒
で
、
20
～
60
秒
間
隔
で
発
現
し
ま

す
。
加
齢
に
伴
っ
て
増
加
す
る
と
言
わ
れ

て
い
て
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
30
％
以

上
に
発
現
し
ま
す
。RL

S

と
同
様
に
睡

眠
障
害
を
起
こ
す
こ
と
か
ら
、「
睡
眠
時

ミ
オ
ク
ロ
ー
ヌ
ス
症
候
群
」
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。 

 

 

 

レストレスレッグス 

症候群の症状 

 

 

 

こ
と
で
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。
脳
循
環
障
害
や

代
謝
障
害
、
感
染
症
な
ど
脳
の
器
質
的
原
因
が
あ

る
と
生
じ
や
す
く
な
り
ま
す
。 

 

ロ
．
日
没
症
候
群 

（sundow
ning syndrom

e

） 

夕
方
か
ら
夜
間
に
か
け
て
の
時
間
帯
に
見
当
識

や
認
知
能
力
の
低
下
、
徘
徊
、
焦
燥
、
興
奮
、
奇
声

な
ど
の
異
常
行
動
が
発
現
す
る
、
な
い
し
は
昼
間
よ

り
も
そ
の
程
度
が
一
層
増
悪
す
る
現
象
を
指
す
も

の
で
す
。
施
設
入
所
の
認
知
症
患
者
の
10
数
％
に

診
ら
れ
る
と
の
報
告
も
あ
り
ま
す
。 

 

季  刊 

 
よ
る「
二
次
性
」
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

     

⑥
レ
ム
睡
眠
行
動
障
害
（RE

M
 
sleep 

b
eh

avio
r d

isord
er

、RB
D

） 
  

レ
ム
睡
眠
の
時
期
に
体
が
動
き
出
し
て
し

ま
う
睡
眠
障
害
の
１
つ
で
、「
睡
眠
時
随
伴

症

（
す

い
み
ん
ず

い
は
ん
し
ょ
う

）

P
araso

m
n
ias

）
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
軽

症
の
時
に
は
、
睡
眠
時
に
大
き
な
寝
言

や
、
奇
声
、
手
足
を
激
し
く
動
か
す
な
ど

の
症
状
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
重
症
に
な
る

と
、
床
か
ら
出
て
徘
徊
し
た
り
、
ベ
ッ
ド
パ

ー
ト
ナ
ー
に
暴
力
を
振
る
う
な
ど
の
症
状

を
示
し
ま
す
。
一
般
的
に
レ
ム
睡
眠
行
動 
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